


1はじめに──ますますヒートアップして、驚きの事実が明らかに

は
じ
め
に
│
│
ま
す
ま
す
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
驚
き
の
事
実
が
明
ら
か
に

　
今
回
お
届
け
す
る
の
は
「
正
統
竹
内
文
書
の
日
本
史
」
鼎て
い

談だ
ん

シ
リ
ー
ズ
の
第
二
弾
で
あ
る
。

　
第
一
弾
で
は
、
正
統
竹
内
文
書
の
口く

伝で
ん

継
承
者
で
あ
る
第
七
三
世
武た
け
の

内う
ち
の

宿す
く

禰ね

こ
と
竹た
け

内う
ち

睦む
つ

泰ひ
ろ

氏
が
、
古
代

日
本
お
よ
び
天
皇
家
が
、
大
和
族
、
出
雲
族
、
ユ
ダ
ヤ
の
三
部
族
の
融
合
に
よ
り
成
り
立
っ
た
こ
と
を
「
三
つ

葉
紋
の
秘
密
」
と
と
も
に
初
め
て
明
か
し
て
く
れ
た
。
ま
た
国
際
気
能
法
研
究
所
代
表
の
秋あ
き

山や
ま

眞ま

こ

と人
氏
か
ら
は

霊
的
な
世
界
の
実
像
や
宇
宙
の
三
大
原
則
に
ま
つ
わ
る
話
が
明
か
さ
れ
た
。
ほ
か
に
も
竹
内
氏
が
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目

撃
し
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
存
在
を
認
め
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
話
や
、
秋
山
、
竹
内
両
氏
と
も
幽
体
離
脱
で
、
も
し
く

は
魂
と
し
て
空
を
飛
ん
だ
と
き
に
電
線
が
非
常
に
邪
魔
に
な
る
こ
と
、
天
変
地
異
、
も
し
く
は
大
洪
水
前
の
人

類
の
超
古
代
文
明
で
は
十
六
の
王
家
が
か
か
わ
っ
て
い
た
こ
と
、
両
氏
と
も
七
福
神
を
実
際
に
目
撃
し
て
い
る

こ
と
な
ど
次
々
と
衝
撃
的
な
話
が
飛
び
出
し
て
、
大
盛
況
の
鼎
談
と
な
っ
た
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
う
れ
し
い
の
は
、
こ
の
鼎
談
シ
リ
ー
ズ
を
秋
山
、
竹
内
両
氏
が
と
て
も
楽
し
ん
で
、
か
つ

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
秋
山
氏
は
こ
の
本
の
出
版
に
よ
り
、
長
年
連
絡
を
取
っ
て
い
な
か

っ
た
か
つ
て
の
仲
間
が
次
々
と
集
ま
っ
て
来
る
よ
う
に
な
り
、「
青
春
時
代
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
よ
う
な
気

持
ち
」
に
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
竹
内
氏
も
、
秘
儀
・
口
伝
継
承
者
と
し
て
話
せ
な
い
部
分
が
多
々
あ
る
に
も
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か
か
わ
ら
ず
、
可
能
な
限
り
そ
の
秘
儀
・
口
伝
を
話
す
と
約
束
し
て
く
れ
た
上
に
、
出
版
の
際
に
は
「
大
変
重

要
な
年
な
の
で
、
こ
の
異
色
シ
リ
ー
ズ
で
、〈
動
き
〉
を
創
り
ま
し
ょ
う
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ

た
。
両
氏
が
こ
の
鼎
談
シ
リ
ー
ズ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
ま
す
ま
す
精
力
的
に
活
躍
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
鼎

談
シ
リ
ー
ズ
提
案
者
の
筆
者
と
し
て
は
う
れ
し
い
限
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
こ
の
第
二
弾
で
あ
る
が
、
二
回
に
及
ぶ
鼎
談
・
座
談
会
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
第
一
部
は
（
二

〇
一
二
年
）
一
月
二
十
七
日
の
鼎
談
を
中
心
に
章
立
て
し
た
も
の
で
、
主
に
古
神
道
と
西
洋
科
学
の
歴
史
的
な

文
明
の
衝
突
と
も
い
え
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
。
第
二
部
は
少
し
趣
向
を
変
え
て
、
秋
山
氏
の
知
人
で
あ
り
歌

人
の
笹さ
さ

公き
み

人ひ
と

氏
と
、
竹
内
氏
の
友
人
で
あ
る
裏
千
家
準
教
授
の
町
田
宗そ
う

愼し
ん

氏
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
日
本
の
伝
統

文
化
の
背
景
に
あ
る
風
流
・
雅み
や
び

や
哲
学
的
思
想
を
半
ば
霊
的
、
シ
ン
ボ
ル
的
に
読
み
解
き
な
が
ら
宇
宙
論
や
古

代
秘
史
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
四
月
二
十
五
日
の
座
談
会
の
前
半
部
分
を
収
録
し
て
い
る
。
今
回
も
ま
た
、
ア

ッ
と
驚
く
よ
う
な
歴
史
の
断
片
が
明
か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
深
遠
な
る
多
次
元
宇
宙
の
構
造
や
、
は
た
ま
た
Ｕ

Ｆ
Ｏ
推
進
原
理
の
秘
密
に
ま
で
テ
ー
マ
が
及
び
、
筆
者
も
思
わ
ず
席
か
ら
飛
び
上
が
り
た
く
な
る
よ
う
な
驚
愕

の
事
実
が
次
々
と
明
か
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
の
驚
異
の
座
談
会
の
詳
細
は
、
こ
の
本
を
読
ん
で
い
た
だ

く
し
か
な
い
。

　
筆
者
だ
け
で
な
く
、
お
そ
ら
く
秋
山
、
竹
内
両
氏
、
そ
れ
に
ゲ
ス
ト
の
方
々
も
今
回
の
鼎
談
・
座
談
会
を
大

い
に
楽
し
ん
で
く
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
が
こ
ん
な
に
も
奥
行
き
の
あ
る
、
素
晴
ら
し
い
国
で
、



3はじめに──ますますヒートアップして、驚きの事実が明らかに

こ
ん
な
に
も
楽
し
く
、
面
白
い
国
で
あ
る
こ
と
が
読
者
に
伝
わ
れ
ば
、
幸
甚
で
あ
る
。

▼
鼎
談
お
よ
び
座
談
会
の
出
席
者

秋
山
眞
人　
国
際
気
能
法
研
究
所
代
表
。
超
能
力
者
。

竹
内
睦
泰　
日
本
史
の
予
備
校
講
師
。
作
家
。
第
七
三
世
武
内
宿
禰
の
称
号
を
持
つ
。

布
施
泰
和　
元
共
同
通
信
社
経
済
部
記
者
。
作
家
。

（
ゲ
ス
ト
）

笹さ
さ

公き
み

人ひ
と　

歌
人
。
秋
山
氏
と
巨
大
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃
。

町
田
宗そ
う

愼し
ん　
裏
千
家
準
教
授
。
竹
内
氏
の
友
人
。
新
宿
区

で
茶
道
具
店
経
営
。
竹
内
氏
は
あ
だ
名
と
し
て
宗
匠
と
呼

ん
で
い
る
。



は
じ
め
に
│
│
ま
す
ま
す
ヒ
ー
ト
ア
ッ
プ
し
て
、
驚
き
の
事
実
が
明
ら
か
に

神
懸
か
り
し
た
と
き
の
絵
と
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
シ
ン
ク
ロ

古
神
道
の
秘
儀
で
は
イ
チ
イ
は
「
１
」
で
あ
り
、
神
を
降
ろ
す
数
字
だ
っ
た

ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
が
見
る
「
１
」
は
天
、
宇
宙
の
こ
と
だ
っ
た

第
一
部　

古
神
道
と
数
秘
術
と
西
洋
科
学

第
一
章　

数
・
占
術
を
め
ぐ
る
東
洋
と
西
洋
の
文
明
的
衝
突

1202630 ﹇
新
装
版
﹈
正
統
竹
内
文
書
の
日
本
史
「
超
」
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
２　
目
次



「
７
」
は
山
で
あ
り
、
安
定
と
同
時
に
不
安
定
を
表
わ
し
て
い
る

西
洋
の
科
学
・
数
学
こ
そ
オ
カ
ル
ト
で
あ
っ
た
！

秋
山
眞
人
、
日
本
の
教
育
問
題
に
切
り
込
む

国
政
の
裏
で
活
動
す
る
占
術
師
や
易
断
家

元
祖
女
王
陛
下
の
０
０
７
は
魔
術
師
ジ
ョ
ン
・
デ
ィ
ー

「
バ
ケ
ラ
ッ
タ
」
で
も
通
じ
る
日
本
の
文
化
交
流
術

や
は
り
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
ユ
ダ
ヤ
系
だ
っ
た

頼
朝
の
隠
し
子
が
つ
く
っ
た〝
独
立
国
家
・
薩
摩
〞

天
磐
楠
船
は
巨
大
な
戦
艦
大
和
の
よ
う
な
船
だ
っ
た

口
伝
と
言
っ
て
も
実
は
文
書
に
残
し
て
い
た
！

出
雲
神
話
に
出
て
く
る
ワ
ニ
は
水
軍
の
こ
と

古
代
史
の
謎
も
リ
ム
ラ
ン
ド
理
論
で
解
け
る

出
雲
の
亀
甲
紋
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
怪
し
げ
な
関
係

第
二
章　

正
統
竹
内
文
書
の
古
代
史
と
地
球
秘
史

34384348515468727782848793



地
球
人
は
絶
滅
危
惧
種
の
ト
キ
の
よ
う
な
も
の

霊
的
ブ
リ
ザ
ー
ド
が
や
っ
て
来
る
旧
正
月
の
秘
密

誕
生
日
と
本
名
は
明
ら
か
に
し
て
は
い
け
な
い

秋
山
、
竹
内
両
氏
が
体
験
し
た
不
思
議
な
異
次
元
世
界

旧
正
月
に
感
じ
た
南
海
地
震
の
予
感

超
常
現
象
が
起
き
や
す
い
特
異
日
が
あ
る

戦
い
に
勝
つ
に
は
天
文
博
士
が
不
可
欠

盟
神
探
湯
に
失
敗
！　
武
内
宿
禰
、
一
世
一
代
の
不
覚

門
外
不
出
の
秘
伝
を
明
か
す
と
顔
か
ら
血
が
出
る

ケ
ル
ト
文
様
と
縄
文
は
神
仕
組
み
を
表
し
て
い
た
！

第
三
章　

神
秘
体
験
と
秘
儀
・
秘
術

第
四
章　

古
代
人
の
知
識
・
技
術
と
能
力

97102105109114117121126129132



一
つ
目
の
巨
人
と
科
学
技
術
に
は
関
連
が
あ
っ
た

古
代
史
に
現
れ
る
巨
人
族
と
鉄
器
の
物
語

濁
音
に
込
め
ら
れ
た
政
治
権
力
的
な
意
図

漢
字
の
熟
語
と
ハ
ン
グ
ル
文
字
は
日
本
製
？

漢
字
は
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た
！

石
や
陶
器
の
配
置
に
秘
め
ら
れ
た
不
可
思
議
な
力

天
香
具
山
の
土
は
呪
術
の
た
め
に
必
要
だ
っ
た

さ
ざ
れ
石
は
古
代
人
が
つ
く
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
っ
た
！

日
本
に
は
や
は
り
古
代
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
っ
た
！

土
や
鉱
物
に
関
す
る
古
代
日
本
人
の
技
術
は
優
れ
て
い
た

西
洋
に
と
っ
て
脅
威
だ
っ
た
日
本
の
「
体
験
と
直
観
の
物
理
学
」

ぜ
ひ
日
本
の
歴
史
に
注
目
し
て
ほ
し
い

秋
山
眞
人
、
不
老
不
死
の
秘
訣
を
語
る
⁉ 

137139141145150154157159162166168171174

第
五
章　

精
神
世
界
と
現
代
人
の
系
譜



二
〇
代
、
三
〇
代
の
若
者
に
物
申
す
「
鯉
や
鯛
に
な
れ
！
」

秋
山
眞
人
「
ず
っ
と
精
神
世
界
の
無
頼
で
行
き
た
い
」

武
内
宿
禰
、
秋
山
氏
を
精
神
世
界
の
総
理
に
推
挙

か
つ
て
ス
プ
ー
ン
曲
げ
は
誰
に
で
も
で
き
た

右
で
も
左
で
も
な
く
、
天
へ
進
む
べ
し
！

ネ
ッ
ト
で
ボ
ロ
ク
ソ
に
書
く
の
は
弱
虫
の
や
り
方

竹
内
「
秋
山
先
生
は
古
代
史
を
狙
っ
て
い
る
」

竹
内
氏
は
日
学
同
の
査
問
委
員
長
だ
っ
た

「
対
心
理
情
報
戦
で
歴
代
天
皇
を
覚
え
さ
せ
た
」

神
武
天
皇
の
即
位
は
西
暦
五
〇
年
ご
ろ
で
あ
る

秋
山
氏
が
語
る
太
田
竜
の
思
い
出

秋
山
氏
が
語
る
高
坂
和
導
と
「
竹
内
文
書
」
の
関
係

秋
山
氏
が
語
る
出
版
界
重
鎮
の
武
勇
伝

生
の
生
命
力
を
表
現
で
き
る
人
間
は
素
晴
ら
し
い

181185188192196201205210213217222225230233



盟く

神か

探た

湯ち

と
釜
鳴
り
で
火
傷
を
し
た
二
人

教
団
を
つ
く
る
の
は
本
当
に
苦
労
す
る

釜
は
神
秘
的
世
界
へ
の
入
り
口
を
象
徴

華
道
も
茶
道
も
伝
統
儀
式
に
は
霊
的
な
裏
が
あ
る

ニ
ュ
ー
タ
イ
プ
の
歌
人
笹
公
人
氏
登
場

笹
公
人
「
秋
山
先
生
に
巨
大
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
」

Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
震
動
し
て
い
る
の
で
撮
影
が
難
し
い

秋
山
眞
人
、「
宗
匠
」
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
製
造
の
極
秘
情
報
を
伝
授

秋
山
眞
人
、「
宗
匠
」
に
霊
界
の
真
実
を
明
か
す

第
六
章　

﹁
雅
﹂
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
不
思
議
な
関
係

240244246250254259263265271 第
二
部　

古
神
道
と
風
流
と
異
次
元
ワ
ー
ル
ド

│
古
史
古
伝
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
衝
撃
事
実
が
つ
い
に
判
明
！



大
衆
の
集
団
無
意
識
と
直
結
し
て
い
る
時
代
霊
を
読
む

秋
山
氏
と
「
宗
匠
」
は
骨
董
屋
の
商
売
敵
だ
っ
た
⁉ 

巨
大
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
出
現
で
人
生
観
が
変
わ
る
！

超
能
力
者
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
幽
霊
の
両
方
を
目
撃
す
る

儀
礼
の
向
こ
う
に
あ
る
異
次
元
世
界
の
奥
行
き

ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
清
田
氏
曰
く
「
秋
山
さ
ん
は
宇
宙
人
」

Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
見
た
後
、
金
色
の
大
黒
様
が
出
現

時
代
と
連
動
し
て
動
き
出
し
た
白
山
菊
理
媛

本
の
出
版
に
よ
っ
て
起
こ
る
霊
的
な
反
響

無
視
さ
れ
る
の
が
一
番
怖
い
「
地
火
明
夷
」

出
口
王
仁
三
郎
と
竹
内
氏
の
意
外
な
関
係

大
本
・
出
口
王
仁
三
郎
の
神
仕
組
み
と
は
何
か

現
代
に
も
流
れ
る
オ
ニ
系
と
な
お
系
の
二
つ
の
霊
系

第
七
章　

神
仕
組
み
と
超
常
現
象

276280283287290296300303307310314317321



Ｕ
Ｆ
Ｏ
と
ウ
ナ
ギ
パ
ワ
ー
の
秘
密

菜
食
と
肉
食
、
テ
レ
パ
シ
ー
と
念
力
の
関
係

ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
言
霊
論
争

今
明
か
さ
れ
る
「
た
か
ら
」
と
「
４
４
０
ヘ
ル
ツ
」
の
法
則

「
の
」
を
付
け
て
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
引
き
込
む

八
を
テ
ー
マ
に
す
れ
ば
宇
宙
の
話
に
な
る

「
八
」
で
神
様
の
椅
子
が
用
意
さ
れ
る

八
重
歯
に
は
お
祓
い
の
力
が
宿
っ
て
い
る

大
も
め
に
も
め
る
八
神
殿
の
建
造

霊
的
な
作
用
は
最
初
に
結
果
を
作
っ
て
原
因
を
変
え
る
作
業

釈
迦
が
残
し
た
「
噓
も
方
便
」
の
本
当
の
意
味

あ
っ
ち
の
世
界
で
空
海
は
今
で
も
生
き
て
い
る

道
を
究
め
る
た
め
に
先
達
た
ち
は
言
葉
を
飲
む

325330332334336345347349352354356360363



秋
山
眞
人
、
治
療
用
の
小
型
Ｕ
Ｆ
Ｏ
に
つ
い
て
語
る

中
尊
寺
ゆ
つ
こ
と
編
集
者
が
相
模
湖
で
巨
大
Ｕ
Ｆ
Ｏ
を
目
撃

秋
山
眞
人
と
竹
内
睦
泰
の
対
談
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
が
つ
な
げ
た

新
宿
に
も
Ｕ
Ｆ
Ｏ
目
撃
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
っ
た
！

古
代
出
雲
大
社
と
エ
ジ
プ
ト
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
同
じ
も
の

微
妙
に
ず
れ
て
い
た
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
内
で
の
儀
式
の
顚
末

時
間
、
空
間
、
人
間
が
揃
っ
て
こ
そ
の
儀
礼
が
あ
る

竹
内
神
道
の
奥
義
に
も
あ
る
秘
儀
「
微
笑
み
返
し
」

剣
を
持
っ
て
「
情
報
を
出
せ
」
と
い
う
ス
サ
ノ
オ
系
気
質

秋
山
眞
人
が
語
る
別
の
惑
星
の
世
界

だ
れ
に
で
も
で
き
る
「
魂
の
故
郷
の
星
」
の
見
つ
け
方

秋
山
、
竹
内
両
氏
、
一
霊
四
魂
に
つ
い
て
語
る

宴
会
が
儀
礼
を
迎
え
た
瞬
間
に
Ｕ
Ｆ
Ｏ
は
出
る

第
八
章　

古
神
道
の
儀
礼
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
秘
密

366369376377380386389393397402407410415



秋
山
眞
人
、
Ｕ
Ｆ
Ｏ
原
動
力
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
語
る

秋
山
眞
人
、
自
分
の
寿
命
を
改
め
て
霊
示
で
知
る

ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
11
か
ら
米
寿
の
会
の
88
ま
で

あ
と
が
き
│
│
「
正
統
竹
内
文
書
の
日
本
史
」
と
Ｕ
Ｆ
Ｏ

418427434437



ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
的
自
動
書
記
画
の
勧
め

宇
宙
を
表
す
数
字
と
易
の
落
と
し
穴

易
に
よ
る
自
分
の
数
字
の
出
し
方

若
さ
を
保
つ
秘
訣

超
能
力
vs
手
品：

ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
背
景
に
は
石
文
化
と
鉄
文
化
の
対
立
の
ト
ラ
ウ
マ
が
あ
っ
た

パ
ワ
ー
ス
ト
ー
ン
と
お
化
け
と
微
生
物
│
│
摩
訶
不
思
議
な
秘
密
の
関
係

秋
山
眞
人
が
伝
授
す
る
ス
プ
ー
ン
曲
げ
の
極
意

〈
す
〉
と
〈
ゆ
〉
は
宇
宙
の
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
と
ホ
ワ
イ
ト
ホ
ー
ル

釈
迦
の
ハ
ン
コ
（
印
）

十
種
神
宝
は
Ｕ
Ｆ
Ｏ
の
部
品
か

位
山
の
神
事

信
長
殺
し
の
真
相

夢
と
現
実
の
は
ざ
ま
に
存
在
す
る
神
秘
体
験

秋
山
コ
ラ
ム

竹
内
コ
ラ
ム

2533371791952752993433594252976112



若
返
り
の
行
法

冥
王
星
に
行
っ
て
き
た
⁉ 

氷
室
家
に
つ
い
て

う
ど
ん
は
〈
ハ
レ
〉
の
日
に
食
べ
る
も
の

〈
ス
〉
と
〈
ユ
〉
の
言
霊
の
秘
密

十
種
神
宝
と
竹
内
神
道

中
川
つ
ぶ
し
の
謀
略
説

ス
サ
ノ
オ
の
八
王
子

謎
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
王
朝

ル
ー
プ
文
字
と
縄
文

ハ
ン
グ
ル
は
神
代
文
字
か

ダ
メ
ー
ジ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
手
口

卑
弥
呼
の
謎
と
神
武
天
皇
即
位
年

松
竹
梅
の
神
仕
組
み
と
大
本
事
件

布
施
コ
ラ
ム

1771902433293414236391125135149199219319



情
報
を
出
せ
と
い
う
記
者
の
本
性

401

カ
バ
ー
デ
ザ
イ
ン　
三
瓶
可
南
子

章
扉
イ
ラ
ス
ト　
荒
木
慎
司

人
物
写
真　
新
田
健
二

写
真
協
力　
石
本
馨
／w

ikipedia com
m
ons

他

校
正　
エ
ッ
グ
舎

本
文
仮
名
書
体　
文
麗
仮
名
（
キ
ャ
ッ
プ
ス
）

本
書
は
２
０
１
２
年
８
月
に
ヒ
カ
ル
ラ
ン
ド
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
正
統
竹

内
文
書
の
日
本
史
「
超
」
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
②
』
の
新
装
版
で
す
。

※
年
月
日
や
人
名
・
役
職
等
は
旧
版
の
ま
ま
に
表
記
し
て
い
ま
す
。



第
一
部　
古
神
道
と
数
秘
術
と
西
洋
科
学



布施「竹内さん、今回も正統竹内文書の秘密をズバズバ聞きますよ」
竹内「 ダメです。私の言いたいことは、すべて秋山先生が話してくれま

すから。秋山先生は、常識人すぎる。もっとブッ飛びましょう！」
秋山「 竹内さんみたいなタイプは大好きなんです。実は、こうして竹内

文書について語るのは、深い縁があるんです……」



数
・
占
術
を
め
ぐ
る

東
洋
と
西
洋
の
文
明
的
衝
突

第
一
章
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神
懸
か
り
し
た
と
き
の
絵
と
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
の
シ
ン
ク
ロ

布
施　
今
日
は
、
岐
阜
県
の
読
者
か
ら
送
ら
れ
て
き
た
、
こ
の
写
真
か
ら
鼎
談
を
始
め
た
い
ん
で
す
が
（
掛
け

軸
の
写
真
を
秋
山
氏
と
竹
内
氏
に
見
せ
る
）。
富
山
の
古
物
商
か
ら
手
に
入
れ
た
そ
う
で
、
正
統
竹
内
文
書
と

関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
出
版
社
に
送
っ
て
き
た
も
の
で
す
。
何
か
心
当
た
り
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。

秋
山　
何
か
神
懸
か
り
し
た
と
き
に
書
い
た
よ
う
な
掛
け
軸
で
す
ね
。

竹
内　
な
ん
か
そ
ん
な
感
じ
で
す
ね
。
特
に
心
当
た
り
は
な
い
で
す
が
、
面
白
い
パ
タ
ー
ン
で
す
ね
。

秋
山　
だ
い
た
い
神
懸
か
り
し
た
と
き
に
は
こ
の
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
を
描
く
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。
自
動
書
記

の
よ
う
に
バ
ー
ッ
と
一
気
に
描
く
。

布
施　
私
も
昔
、
振
り
子
を
使
っ
て
自
動
書
記
の
よ
う
に
絵
を
描
く
、
茨
城
県
の
画
家
・
海か

い

後ご

人じ
ん

五ご

郎ろ
う

さ
ん
の

「
カ
ム
ナ
ガ
ラ
ノ
ミ
チ
」
と
い
う
絵
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
見
た
こ
と
も
な
い
よ
う
な
パ
タ
ー
ン
が
何
と
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写真提供：上村晃

布施氏の読者から送られてきた謎の掛け軸の写真
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全
長
一
五
〇
メ
ー
ト
ル
も
続
く
大
作
な
ん
で
す
が
、
本
当
に
神
懸
か
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。

秋
山　
友
人
の
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
（
一
九
四
六
年
〜
。
イ
ス
ラ
エ
ル
・
テ
ル
ア
ビ
ブ
生
ま
れ
の
〝
超
能
力
者
〞。

一
九
七
〇
年
代
に
ス
プ
ー
ン
曲
げ
な
ど
で
一
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
た
。
母
は
マ
ン
ジ
ー
・
フ
ロ
イ
ト
で
、
精

神
分
析
学
の
祖
ジ
ー
ク
ム
ン
ト
・
フ
ロ
イ
ト
の
親
類
）
も
時
々
、
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
降
り
て
く
る
と
、

ダ
ー
ッ
と
一
気
に
描
き
ま
す
。
こ
の
絵
も
神
懸
か
り
的
に
ユ
リ
が
描
い
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

竹
内　
か
な
り
神
懸
か
っ
て
い
ま
す
ね
。

秋
山　
こ
う
い
う
風
に
い
ろ
ん
な
シ
ン
ボ
ル
の
集
ま
り
で
表
す
。
火
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
と
て
も
強
く
感
じ
ま
す

ね
。
そ
の
シ
ン
ボ
ル
に
よ
っ
て
、
何
か
そ
の
時
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
い
う
か
変
化
を
よ
く
表
し
て
い
る
よ
う
に

思
う
ん
で
す
ね
。

布
施　
時
代
の
変
化
や
そ
の
時
代
の
人
々
の
潜
在
意
識
を
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
描
い
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

秋
山　
そ
う
。
数
字
の
シ
ン
ボ
ル
な
ん
か
も
出
て
く
る
。
こ
こ
に
11
と
い
う
数
字
が
あ
る
で
し
ょ
。
ユ
リ
と
11

に
は
非
常
に
深
い
関
係
が
あ
る
。
ユ
リ
の
周
り
で
11
の
シ
ン
ク
ロ
ニ
シ
テ
ィ
が
バ
ン
バ
ン
起
こ
る
ん
で
す
ね
。

と
に
か
く
何
で
も
11
が
現
れ
る
。
ユ
リ
が
サ
ラ
ダ
を
食
べ
た
い
っ
て
言
っ
て
、
知
り
合
い
が
コ
ン
ビ
ニ
ま
で
行

っ
て
く
れ
て
、
買
っ
た
ら
、
そ
の
商
品
番
号
が
11
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

布
施　
そ
れ
ほ
ど
11
に
付
き
ま
と
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。
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1999年のイラスト

ユリ・ゲラーのイラスト

「11」というユリゲラー特有の数字が左側に見える



24 古神道と数秘術と西洋科学　第一部

　いくらでも解釈できると思うかもしれませんが、いつも絵を描いている人が

突然、シンボルの羅列を描きたくなったときというのは、これは何か異様なこ

とが起きていると解釈すべきなんです。異様なことの予兆が起きている、と感

じることができるんです。やはりノートの落書きを含めて、時々人間は気まま

に落書きを描いてみることを勧めます。そこにどのような形が現れてきて、自

分の描きたい衝動がどう変わるのかを観察してみるといいと思います。激しい

線を描きたいのか、滑らかな線を描きたいのか。そいうこととちょっと未来、

自分に起きるちょっと先の出来事とを比較してみたときに、意外と自動書記的

なことというのは、予言的性質を強く帯びているということがわかるものなん

です。たまにストレスがたまったら落書きをしてみよう、ということです。ス

トレスのはけ口になるだけでなく、意外と面白い絵になるかもしれないし、人

を癒す絵になるかもしれないのです。激しい絵というのは、弱っている人にと

ってはパワーの源になるんですね。穏やかな絵はパワーの余っている人には鎮

める効果がある。えてして激しい人のほうが、激しいシンボルの絵を欲しがる

んです。パワーの弱い人のほうが穏やかな絵を求めます。本来は逆のほうが、

霊的に強くなります。

秋山コラム

写真Ｂ写真Ａ
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ユリ・ゲラー的自動書記画の勧め

　ユリの絵は、能力者が描く典型的なパターンなんです。能力者が自動書記で

描く絵というのは、複雑な細かいシンボルの羅列が多い。で、やはり予言性が

ある。僕も長いこと自動書記で絵を描いているんですが、だいたい 3年ごとに

作風が変わります。ものすごく細かい、回路図のようなシンボルの羅列で描く

場合もあれば、とても写実的な感じでスケッチを描かされる場合もあります。

それが時に応じて変化するんです、 3年ごとに。厳密に言うと、 3年 6か月ご

とに変化します。

　特にシンボルの羅列が出てくるときというのは、その自動書記自体は予言的

な意味合いがあることが多いんです。 2周期で 7年。3.5日、 3か月半、 3年

6か月、 7年というのは、非常に重要な霊的な循環・周期でもあります。その

周期ごとにいろいろな啓示がもたらされることが多い。そういう意味では、今

までの黙示録と称されるものは、シンボルの羅列にほかなりません。『新訳聖

書』のヨハネの黙示録にしても、あれは元々描かれた絵があったのではないで

しょうか。ノストラダムスでさえ、実は金属製のフォークで水面をかき混ぜな

がら、水面に現れた映像で未来を予知していたとされています。日本の古神道

でも湖の水面に現れたいろいろな形で未来を予言するという習慣があったんで

す。それらと同じように、ユリの絵も霊的だと思いましたね。

　たとえばユリがこの絵（写真Ａ）を描いたのは、2011年の東日本大震災の 1

年くらい前でした。真ん中が割れている赤い色を基準にした絵です。今見てみ

ると、まさしく断層と津波っぽく見えます。激しい転換期を示すような絵です。

もう 1枚の絵（写真Ｂ）は1999年に描いてくれました。たまたま写真をユリに

プレゼントしたら、その写真の下敷きに入っていたボール紙をひょいっと取っ

て、マジックで描き始めたんです。そこにはルービックキューブのようなもの

やピラミッド、ピストル、杯などいろんなものが描かれていました。今までユ

リ・ゲラーの中に起きてきたドラマのシンボルを全部吐き出したような絵でし

た。世紀末でリセット、ガラガラポンみたいな感じでしょうか（笑）。箱の中

のものをひっくり返したような絵でした。



26 古神道と数秘術と西洋科学　第一部

古
神
道
の
秘
儀
で
は
イ
チ
イ
は
「
１
」
で
あ
り
、
神
を
降
ろ
す
数
字
だ
っ
た

竹
内　
ユ
リ
・
ゲ
ラ
ー
は
11
（
じ
ゅ
う
い
ち
）
と
言
い
ま
し
た
か
。
イ
レ
ブ
ン
と
言
い
ま
し
た
か
、
そ
う
じ
ゃ

な
く
、
１
と
１
に
関
心
を
持
ち
ま
し
た
か
？

秋
山　
要
す
る
に
で
す
ね
、
１
と
１
と
い
う
羅
列
な
ん
で
す
。

竹
内　
そ
う
で
す
よ
ね
。
間
違
い
な
く
イ
レ
ブ
ン
じ
ゃ
な
い
。
イ
レ
ブ
ン
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
よ
。

秋
山　
１
と
１
の
羅
列
な
ん
で
す
。

竹
内　
そ
う
い
う
の
、
大
体
わ
か
り
ま
す
。
実
は
物も

の

部の
べ

の
神か

ん

宝だ
か
ら

の
行
法
に
あ
る
の
が
、
ひ
ー
、
ふ
ー
、
み
ー
、

よ
ー
、
い
つ
、
む
う
、
な
な
、
や
、
こ
こ
、
た
り
、
で
終
わ
っ
て
い
る
で
し
ょ
。
で
も
あ
の
後
ろ
が
あ
る
ん
で

す
。

秋
山　
ほ
う
。

竹
内　
あ
の
後
ろ
が
あ
る
ん
で
す
。
実
は
物
部
氏
を
倒
し
た
と
き
、
わ
が
武
内
一
族
が
奪
っ
た
言
霊
が
あ
り
ま
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す
。

「
ひ
ー
、
ふ
ー
、
み
ー
、
よ
ー
、
い
ー
、
む
う
、
な
な
、
や
、
こ
と
、
た
り
」
の
後
、
笏し
や
く

に
落
と
す
ん
で
す
、

神
を
。
も
も
ち
、
よ
ろ
ず
、
っ
て
。
笏
を
返
し
て
「
も
も
ち
（
百
千
）」「
よ
ろ
ず
（
万
）」
で
す
。
つ
ま
り
全

部
「
１
」
で
す
。

　
も
も
ち
、
よ
ろ
ず
│
│
│
百
、
千
、
万
と
言
っ
て
、
降
ろ
し
ま
す
。

秋
山　
な
る
ほ
ど
で
す
ね
。
確
か
ユ
ダ
ヤ
の
数
の
数
え
方
も
そ
う
な
ん
で
す
よ
ね
。

　
一
〇
か
ら
先
、
一
〇
〇
、
一
〇
〇
〇
、
一
〇
〇
〇
〇
と
数
え
る
。
古
代
の
ユ
ダ
ヤ
の
数
え
方
で
す
。

竹
内　
そ
れ
も
、
も
も
ち
よ
ろ
ず
、
で
す
。
だ
か
ら
古
代
ユ
ダ
ヤ
と
古
神
道
が
整
合
性
と
い
う
ん
じ
ゃ
な
い
け

ど
、
す
ご
く
合
っ
ち
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
日
ユ
同
祖
論
が
出
て
く
る
。

布
施　
確
か
に
似
た
と
こ
ろ
が
多
す
ぎ
ま
す
ね
。

竹
内　
偶
然
で
は
な
い
で
す
。
古
神
道
の
場
合
は
、
も
も
ち
、
よ
ろ
ず
と
言
っ
て
神
を
降
ろ
す
。
イ
チ
イ
の
木

に
降
ろ
す
。
イ
チ
イ
の
木
に
降
ろ
す
か
ら
、
ま
た
一
な
ん
で
す
、
こ
れ
が
。

布
施　
な
る
ほ
ど
。
イ
チ
イ
だ
か
ら
、
こ
こ
で
も
一
で
す
か
。

秋
山　
や
っ
ぱ
り
笏
は
イ
チ
イ
な
ん
だ
。
位
山
は
た
ぶ
ん
日
本
最
古
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
だ
と
思
う
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
こ
に
生
え
る
イ
チ
イ
の
木
は
天
皇
家
で
も
大
切
に
さ
れ
る
。

竹
内　
そ
う
で
す
。
だ
か
ら
、
本
当
は
モ
ト
フ
ミ
ク
ラ
イ
ヌ
シ
じ
ゃ
な
く
て
、「
元
主
」
で
「
も
と
す
」、
御
で
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「
み
」、
位
主
（
ク
ラ
イ
ヌ
シ
）
な
ん
で
す
。
モ
ト
ス
ミ
ク
ラ
イ
ヌ
シ
で
す
。

布
施　
元モ

ト

主ス

御ミ

位ク
ラ
イ

主ヌ
シ

で
す
ね
。

竹
内　
だ
か
ら
そ
れ
が
、
正
統
竹
内
文
書
の
神
名
で
す
。

布
施　
茨
城
の
竹
内
文
書
の
「
も
と
ふ
」
は
違
う
、
と
。

竹
内　
あ
れ
は
違
う
ん
で
す
。
何
で
違
う
か
っ
て
い
う
と
、
あ
れ
は
形
が
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
た
め

に
「
元
無
極
体
」
と
書
い
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
本
当
は
モ
ト
ス
ミ
ク
ラ
イ
ヌ
シ
の
大
御
神
で
す
。

布
施　
元モ
ト

主ス

御ミ

位ク
ラ

主ヌ
シ
ノ

大オ
オ

御ミ

神カ
ミ

。

竹
内　
は
い
。
そ
れ
で
、
降
ろ
す
と
き
は
必
ず
「
も
も
ち
よ
ろ
ず
！
」
と
言
っ
て
降
ろ
し
て
、
こ
こ
の
笏
に
降

ろ
し
て
、
木
に
降
ろ
し
て
、
神
事
を
行
い
ま
す
。
我
々
は
そ
う
し
て
き
ま
し
た
。


